
福井県の取組事例紹介
地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）

福井県

令和７年１２月



R5導入

R6拡大

＜導入効果＞

・複数に分かれていた業務が１つになることで対応が迅速化

・複数年契約により、スケールメリットによる受注者の経営の安定化や設備投資意欲の向上
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包括的民間委託
【群マネ（他分野連携）】

Ｒ６～試行（包括委託１本）
R7は複数年（２年）契約
Ｒ６～試行（包括委託１本）
R7は複数年（２年）契約

Ｒ５～試行（包括委託１本）
R7は複数年（２年）契約
Ｒ５～試行（包括委託１本）
R7は複数年（２年）契約

これまで（令和４年以前） 令和７年現在

①武生地区 ②今立・池田地区

③南越前町地区

直営パトロール
道路・河川維持修繕業務4本
直営パトロール
道路・河川維持修繕業務4本

行政パトロール業務委託1本
道路・河川維持修繕業務3本
行政パトロール業務委託1本
道路・河川維持修繕業務3本

①武生地区 ②今立・池田地区

③南越前町地区

○丹南土木事務所において、包括的民間委託の導入を進めている。

・令和５年度より武生地区において包括的民間委託を導入
（行政パトロール業務委託と、複数の道路・河川維持修繕業務委託を一括で発注）
・令和６年度からは今立・池田地区にも拡大
・令和７年度からは複数年契約（２か年）を導入

行政パトロール業務委託1本
道路・河川維持修繕業務3本
行政パトロール業務委託1本
道路・河川維持修繕業務3本

直営パトロール
道路・河川維持修繕業務4本
直営パトロール
道路・河川維持修繕業務4本



【群マネ（データの束）】

市町

市町

○福井県では、７市町※１）において県の外郭団体（建設技術公社）による
「橋梁の点検・判定の補助」※２）および「データ管理」※３）を実施している。

※１）敦賀市、小浜市、大野市、池田町、越前町、おおい町、若狭町

※２）橋梁点検結果をそのままデータベースに入力するのではなく、判定に間違いがないか市町ごとに
判定内容に差異が生じていないかを確認する目的で『判定会』を開催し、その中で、県と同じ
レベルで判断している。

※３）点検データをはじめ、措置結果等（診断、調査、設計、補修工事）の内容を県が導入している
インフラ管理プラットフォーム（SIMPL：次頁参照）へ保存する作業を代行し、市町はクラウド
上でいつでも安心して内容を確認できる。

＜公社の役割：道路メンテ業務補助＞

橋梁点検受注者に対して、点検業務の内容確

認や指導、また、健全性診断に関する助言

＜公社の役割：データ管理＞

SIMPL登録データ（点検、措置結果等）の

確認、登録、管理
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橋梁の点検・判定の補助、データ管理支援



トップ画面

トップ画面
（道路台帳附図）

個別施設情報

タイムライン
（竣工、点検、補修履歴）

詳細情報
（点検調書等）

NETIS登録番号：KT-230223-A

・県が導入しているインフラ管理システム
・道路維持に関する情報をクラウドに保存し、道路管理者と受注者間で情報共有ができる他、
市町の情報も保存できるので、県と市町間でも情報共有ができる。

・過去事例、類似事例などの検索・参照が容易なため、クラウドを通じての技術継承や市町支援が可能。
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(参考)社会インフラ管理プラットフォーム(SIMPL)



○福井県では、全１７市町へ県職員の派遣を実施し、直接的な技術支援を実施。
また、３市町が県へ職員を派遣しており、県の業務内容を学ぶことで、技術力向上を図っている。

県⇒市町 市町⇒県
福井市 1
敦賀市 2
小浜市 2 1
大野市 2 1
勝山市 1
鯖江市 1
あわら市 1
越前市 1
坂井市 1

県⇒市町 市町⇒県
永平寺町 1 1
池田町 1
南越前町 1
越前町 1
美浜町 1
高浜町 1
おおい町 1
若狭町 1
合計 20 3

（全17市町） （3市町）

〇市町の技術力向上 〇広域的な連携強化 〇住民サービス向上

【効果】

福 井 県

大野市
永平寺
町

小浜市

福井市

敦賀市 勝山市 鯖江市
あわら
市

越前市 池田町坂井市 越前町
南越前
町

美浜町 高浜町
おおい
町

若狭町

３市町が県へ職員を派遣全１７市町へ県職員を派遣
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全１７市町への職員派遣
【群マネ（技術者の束）】

県と市町が連携を強化し、より広域的な視点でのインフラ整備や地域課題の解決が可能



○自治体職員（国・県・市町）等を対象にしたメンテナンス技術者育成のための研修を毎年複数回実施

断面修復工体験会
（R7.9.26 魚見二号橋）

メンテンナンス基礎
（R7.6.27 座学 調査器具の紹介など）

新技術紹介（リハビリカプセル工法）
（R7.7.23 志摩橋）

令和７年度福井県道路メンテナンス研修計画（案）
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メンテナンス研修の実施
【群マネ（技術者の束）】

回　数

時　期

第１回

R7.6.27

第２回

R7.7.23

第３回

R7.8.27

第４回

R7.9.26

第５回

R7.10.31

第６回

R7.11.28

第７回

R7.12.19

第８回

2月頃

断面修復工体験会

（主要地方道　福井四ヶ浦線　魚見二号橋）
　・断面修復工事における新技術紹介

・点検、補修業務担当者
・丹南土木事務所鯖江丹生土木部

・福井県道路構造物保全協会

・現場

　越前町梅浦

  ３７名参加

内　容 対象者 講　師 備　考

メンテナンスの基礎

　・コンクリート構造物の劣化
　・鋼構造物の劣化

　・詳細調査編に基づく調査内容

・点検、補修業務担当者 ・福井県コンクリート診断士会

・対面（＋Web）

　福井土木事務所

　５６名参加

新技術採用現場見学
　（一般県道　赤礁崎公園線　志摩橋）

　・簡易内部圧入工（亜硝酸リチウム）リハビリカプセル工法
・点検、補修業務担当者

・福井県小浜土木事務所

・福井県道路構造物保全協会

・現場

　おおい町犬見

　２７名参加

補修・補強事例集に基づく事例説明 ・点検、補修業務担当者 ・福井県コンクリート診断士会

・対面（＋Web）

　福井土木事務所

　６５名参加

・（一社）ＰＣ建設業協会・北陸支部 ・中小企業産業大学校

舗装メンテナンスの基礎

　・アスファルト舗装の損傷と原因および調査診断
　・福井県の舗装維持管理ガイドライン等について

　・アスファルト舗装の設計および長寿命化に資する工法

・点検、補修業務担当者

・（一社）福井県舗装協会

・福井県工業技術センター

・福井県道路保全課

・対面（＋Web）

　福井土木事務所

　５６名参加

PC構造物について

　・ＰＣ橋の施工技術
　・ＰＣ構造物の維持保全について

　・ＰＣ構造の診断、対策事例

・点検、補修業務担当者

新技術採用現場見学

　（一般県道　上大納下山線　谷戸口トンネル）

　・ガイナＳＨシートボード工法
・点検、補修業務担当者

・福井県奥越土木事務所

・福井県道路構造物保全協会

・現場

 大野市上大納

 １２名参加

橋梁に関する技術講習会

　・鋼橋の補修、補強における留意点

　・床版取替え施工の手引き

・点検、補修業務担当者 ・（一社）日本橋梁建設協会

・対面（+Web）

　福井県立図書館

　２９名参加

追加予定
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クラウドサーバ

専用スマホ

AI画像解析

撮影画像

ひび割れ 区画線の薄れ

不具合箇所の地図表示

劣化状況の時系列表示

♪

ポットホールに
近づくと効果音通知

解析結果のスマホ表示

不具合箇所の検出イメージ

解析結果のシステム表示

ポットホール

○パトロール車に設置したスマートフォンによる撮影画像から、AI画像解析技術を活用。道路上の不具合箇
所（ポットホール、ひび割れ、区画線の薄れ）を自動で検出・解析し、その結果を「福井県道路管理情報
システム」の地図上で可視化 ⇒ パトロールや道路補修などの業務効率化を図る。

R7.4より県内全土木事務所で運用開始 ⇒ 本システムを市町との共同利用することによる支援を検討中

システム連携（路面変状AI検出システム）
【群マネ（データの束）】



スマートフォン対応

走行に注意が必要な地点

〇県民へのメッセージ 「大雪時は、おうち時間」
・・・・路面状況について情報提供し、不要不急の通行を減らし、早期の除雪完了につなげる

大雪により
路面凸凹発生

路面が凸凹している
箇所を地図上に表示 【道路管理者】

路面凸凹箇所の
早期把握により
圧雪箇所の早期解消

円滑な交通への
早期回復を図る

〇道路管理者の対応

カメラで道路状況を確認
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除雪状況の見える化
【群マネ（データの束）】

○ HP（みち情報ネットふくい）上で県・全１７市町の除雪状況・交通状況を公開。
また、カメラ画像による道路状況を一元的に確認可能。
大雪により交通障害の恐れがある場合に、路面状況（路面に凹凸がある地点）の情報を提供。



EBPMを活用した緊急輸送道路における被災リスク箇所の対策優先度立案の検討

【取組内容】

群マネの手引きVer.1に取組例として紹介（p56）

「緊急輸送道路における被災リスク箇所の対策優先度の計画立案
・施策実施を支援するためのガイドライン（マニュアル）作成
・データ分析ツール（GIS分析と維持管理システムの連携）の開発

GISの各リンク（道路）に道路防災対策
状況や橋梁耐震補強状況などの情報を入
れて点数化し、災害時における被災リス
ク箇所の優先順位を検討。

⇒ 平時の予防対策だけでなく、
災害後の復旧優先順位にも適用していく。

【実施内容】 【EBPMとは】

データ分析による客観的な
情報に基づく政策立案の仕組み

エピソード・ベース エビデンス・ベース

個人の知識や経験などの
主観的な情報

データの分析・解析を経て
導き出された客観的な情報
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東北大学（IMC）との連携
【群マネ（学の束）】

○東北大学のインフラ・マネジメント研究センターと連携して、インフラマネジメントに関する取組を実施。



【特徴】
東北大学IMCのアドバイザーを含む専門技術者
による統一した見解で、新技術を含む各種工法・
材料の実構造物における「補修の効果」を評価し、
損傷種類や劣化要因に応じた適切な工法・材料を
検索しやすい形に整理した「補修工法選定支援情
報」をプラットフォーム上で共有

SBIR（国土交通省建設技術研究開発助成制度）の
成果の一つ
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補修工法データ共有プラットフォームへの参加
【群マネ（データの束）】

○補修データ共有プラットフォーム（R7.7正式運用開始）に参画し、補修効果含む補修実績データを自治体間
で共有することで、損傷の状態に応じて、自治体の管理水準に見合う適切な補修工法・材料を検索・選定

R7.12現在、福井県と永平寺町が参加


